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１．申請及び審査の概要 

  新規制基準適合性に係る審査・検査の流れは以下の通り。 

 （原子力規制委員会ＨＰ掲載資料を一部編集） 
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１．申請及び審査の概要 

  【伊方発電所３号機の申請及び審査状況】 
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２．安全対策（短期対策）の進捗状況 



5 

項目 
工程 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

地震 耐震性向上工事           完了 

津波 

重要機器設置エリアの浸水対策     完了     

海水ポンプエリアの浸水対策                       完了 

電源設備 

空冷式非常用発電設備および電源車の配備       完了     

非常用直流電源の増強       完了     

号機間電源融通ラインの設置       完了     

配電線の敷設   完了 

内部火災 
火災発生防止対策・火災の早期感知、消火対
策・火災の影響軽減対策                   完了 

竜巻 

飛来物発生防止対策※１         

竜巻防護対策※２ 

外部火災 森林火災対策                     完了 

溢水 

溢水量低減対策     完了     

溢水（没水）防護対策        完了     

溢水（没水）裕度向上対策 
    
        

完了 

蒸気放出影響緩和対策 完了 

※１ 可搬型設備の保管位置変更等に伴い、固定化対策を実施中      
※２ 補助給水タンク防護対策を実施中 

２．安全対策（短期対策）の進捗状況 

安全対策（短期対策）の進捗状況を以下に示す。 
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項目 
工程 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

炉心損傷 
防止 

原子炉や蒸気発生器への代替注水手段の確保     完了   

水源の確保     完了   

炉心損傷防止対策設備の信頼性向上     完了   

原子炉自動停止失敗時の影響緩和 完了 

原子炉 
格納容器 
破損防止 

格納容器破損防止対策     完了 

放射性物質
の放出抑制 

格納容器等への放水対策      完了 

使用済燃料ピットへの放水（スプレイ）対策  完了 

その他 

緊急時対策所の追加設置               完了 

重油・軽油補給設備     完了 

※１ 原子炉下部水位の計測器の設置（燃料装荷後に設置予定）を除く 

※１ 

２．安全対策（短期対策）の進捗状況 
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２．安全対策（短期対策）の進捗状況 

竜巻対策工事（飛来物発生防止対策）の概要 

     ・屋外の常設重大事故等対処設備 

      屋外の常設重大事故等対処設備については、空冷式非常用発電装置等は固定装置による固定を実施する。 

    ・屋外の可搬型重大事故等対処設備 

      屋外の可搬型重大事故等対処設備については、重大事故等に対処するための所要数について、重大事故等に対 

     処するために必要な機能を損なうおそれがあるものを固縛又は固定して保管する。（下図参照） 

車両型固縛装置概要 

ロックボルト

架設索部

ベースプレート

スリング

ターンリング

定着部

取付
ボルト

固縛対象設備

スリング：合成繊維で作られたロープの一種。丈夫で軽く扱いやすい。 
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２．安全対策（短期対策）の進捗状況 

竜巻対策工事（竜巻防護対策）の概要 

  原子炉建屋屋上の補助給水タンクエリアは、竜巻による飛来物が衝突した場合、竜巻防護施設（補助給水タンク、配管、
弁等）の安全機能に影響を及ぼす可能性があるため、当該エリアに箱型防護板、防護金網等からなる竜巻防護対策設備を
設置する。 

【防護対策実施前】 

  

    

    

    

  

天井部は箱型防護

板と防護金網で覆う 

側壁部は箱型防

護板で取り囲む 

【防護対策実施後（イメージ）】 
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３．安全対策（中長期対策）の進捗状況 
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３．安全対策（中長期対策）の進捗状況 

    当初、中長期対策（下図①～④）は、平成27年度完了予定としていたが、④非常用外部電源受電設備を
除く①～③について設置完了時期を変更。 

既設開閉所(3号)

500kV
外部電源

給電

標高10m

標高84m ③非常用ガスタービン
発電機

②直流電源設備（蓄電池）

既設蓄電池既設給電設備

：機能喪失

安全系補機等

既設DG
標高32m

フィルタ

①フィルタ付ベント設備

：中長期対策設備

④非常用外部電源
受電設備※

187kVまたは66kV
外部電源

標高10m

標高15m以上

空冷式非常用
発電装置

設 備 変更前 変更後※ 変更理由 

①フィルタ付ベント設備 

H27年度 

H31年度
目途 

新規制基準に基づき、特定重大事故等対処施設を構成する設備として設置することから、
規制要求を踏まえた設備設計を行うため 

②直流電源設備 
  (蓄電池) 

H31年度
目途 

新規制基準に基づき、３系統目の蓄電池設備として設置することから、規制要件を踏まえた
設備設計を行うため 

③非常用ガスタービン 
  発電機 

H29年度 
重大事故等発生時の電源確保に係る更なる信頼性の向上の観点から、新たな基準地震動
に基づき、建物・設備設計を行うため 

※：平成28年3月に設置完了 

※許認可手続き等により変更の可能性あり 
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３．安全対策（中長期対策）の進捗状況 

■新規制基準において設置が要求される施設 

 ■新規制基準において設置が要求され
ているものではないが、電源確保に係
る更なる信頼性向上として設置する
施設 

 

    ③非常用ガスタービン発電機 

① 

② 

平成２８年１月１４日 
原子炉設置変更許可申請 

（②常設直流電源については、今後、
準備が整い次第申請予定） 

（原子力規制委員会ＨＰに一部加筆） 
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３．安全対策（中長期対策）の進捗状況 

    短期対策により、炉心・原子炉格納容器などの損傷防止のため、炉心等に冷却水を注入するための代替ポンプ
や、ポンプ車の追加設置による冷却機能の更なる多重化・多様化を図っている。 

    中型ポンプ車等の可搬式の安全対策設備により航空機衝突等を想定した重大事故対応は可能であるとして、
平成27年7月15日原子炉設置変更許可を得ている。 

    

炉心・原子炉格納容器等の冷却機能 

蒸気
発生器

原子炉容器

制御棒

燃料

１次冷却材ポンプ

原子炉格納容器

原子炉格納容器スプレイ

・代替格納容器スプレイポンプ

・格納容器スプレイポンプ

・高圧注入ポンプ
・余熱除去ポンプ
・充てんポンプ

１次系への注水

・電動補助給水ポンプ
・タービン動補助給水ポンプ
・蒸気発生器代替注水ポンプ

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

補
助
給
水
タ
ン
ク

水源

中
型
ポ
ン
プ
車

・加圧ポンプ車

２次系への注水

格納容器内へスプレイ

冷却水

海
水
な
ど
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３．安全対策（中長期対策）の進捗状況［特定重大事故等対処施設］ 

【施設概要】 

○減圧操作設備 
 ・緊急時制御室から既設の加圧器逃がし弁を動作させ、
原子炉内を減圧操作する設備 

○注水設備（ポンプ、貯水槽） 
 ・炉心注水及び格納容器スプレイを行うことにより、溶融
炉心の冷却、原子炉格納容器の冷却、放射性物質の
低減を図る設備 

○原子炉格納容器過圧破損防止設備（フィルタ付ベント
設備） 

 ・原子炉格納容器内の空気を大気へ放出し、内圧を低
減させる設備（フィルタを通すことで、放射性物質の放
出量を低減） 

○水素濃度低減設備（静的触媒式水素再結合装置） 
○緊急時制御室 
○電源設備（発電機） 特定重大事故等対処施設の全体概要図 

格納容器スプレイ

原子炉容器

（※）

原子炉格納容器

加圧器逃がし弁

電源設備

水源

緊急時制御室

減圧操作設備

注水設備

 原子炉格納容器
 過圧破損防止設備

特定重大事故等対処施設

水素濃度低減設備（※）

【設置目的】 

   特定重大事故等対処施設は、新規制基準において設置が要求されている設備であり、原子炉建屋等へ

の故意による大型航空機の衝突やその他のテロリズムにより、原子炉を冷却する機能が喪失し炉心が著しく

損傷する恐れがある場合または炉心が損傷した場合に備えて、原子炉格納容器の破損を防止するための

機能を有する施設であり、既設安全対策設備のバックアップ施設として設置。 
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３．安全対策（中長期対策）の進捗状況［特定重大事故等対処施設］ 

【設計方針】 

    設置許可基準規則（解釈含む）における特定重大事故等対処施設に対する要求に適合するための

主な設計方針は以下の通り。 

 基準地震動Ssを一定程度超えるような地震力に対しても必要な機能が損なわれ

るおそれがないよう設計する 

 基準津波を一定程度超えるような津波に対しても必要な機能が損なわれるおそれ

がないよう設計する 

 航空機の衝突によって原子炉建屋等と同時に損傷しないよう、可能な限り原子炉

建屋等から100ｍ以上の距離を置くか、強固な建屋内等に施設を設置する（既

設建屋へ繋がる配管・ケーブル含む） 

 原子炉格納容器の過圧破損を防止するため、原子炉格納容器内の空気を大気

放出する「フィルタ付ベント設備」を設置する 

 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため、新たに「特重静的触媒

式水素再結合装置」を設置する 
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燃料油移送ポンプ

ＧＴ Ｇ

燃料油貯油槽

非常用ガスタービン発電機建屋

ガスタービン機関

ＥＬ．３２ｍ

既設非常用

高圧母線へ

起動信号

（中央制御室より）

発電機

制御盤

タンク

非常用ガスタービン発電機の全体概要図 

項   目 設  備  概  要 

型   式 空冷式ガスタービン発電機 

設置場所 
ＥＬ．３２ｍ 
専用建屋（非常用ガスタービン発電機建屋）内 

個   数 １ 

容   量 ６，０００ｋＶＡ 

燃   料 
・重油 
・専用の燃料油貯油槽・燃料油移送ポンプを設置 
・定格負荷で７日間の連続運転が可能 

起動要領 中央制御室で起動 

３号機
原子炉格納

容器

ＥＬ．３２m

２号機

１号機

非常用ガスタービン

発電機建屋

空冷式非常用発電装置

ディーゼル発電機

設 置 場 所 設 備 概 要 

３．安全対策（中長期対策）の進捗状況［非常用ガスタービン発電機］ 

   【設置目的】 

    非常用電源設備の信頼性向上の観点
から、重大事故等対処設備として、既設の
空冷式非常用発電装置に加え、非常用ガ
スタービン発電機を設置。 

   【設備概要】 
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（作業スペースについて） 

○福島第一発電所事故を参考に、伊方発電所でも必要となる可能性のある作業スペー
スを確保する。 

○具体的には、敷地造成工事に伴い発生する残土の土捨場を、緊急時に必要に応じて、
資機材の搬入・組立作業、構内入退域管理、車両除染作業などに活用できるよう整
備する。（作業スペース①） 

    ・規  模：約７,０００ｍ２ 

    ・完成予定：平成３０年度（目途） 

○また、構外駐車場についても、緊急時の作業に活用できるよう環境整備する。（作
業スペース②） 


